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国学院大学渋谷キャンパス

◇大会テーマ ◇

語 り合おう胸のうち 子どもを真申に

親と先生ガともに歩むために



第23 回全国ことばを育む会全国大会
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お こと ば

第2 3 回全 国大会東 京大会 会 長

N P O 法人全国ことばを育む会理事長

土 谷 さ と る

第 2 3 回全 国 ことば を育 む会全国大会・ 東京 大会が、多 くの方々 の ご支援 、 ご協 力

によ って 、大 き な 成 果 を お さ めて 、終 了 で き ま した こ とに 、 心 か らの感 謝 とお 礼 を 申

し上 げます。 この全国大会 が、全 国言語 障害児 をもつ親 の会 と して 4 5 年前 に東 京で

産声 を上 げた当会が 、 N P O 法人 として会 の一本化 を果 た した初 の全国大会 で あった

ことは 、私 た ち の 無 上 の 喜 び とす る とこ ろ です 。

と りわ け東京で の全 国大会 開催 は、 2 8 年 ぶ りとな ります が、私 た ちの会 が東京 に

久しく会の組織 を確 立 しえていない 中で、大会 を成 功 させ るこ とが出来 ま した のは、

ひとえに、東京都の先生方、千葉県、群馬県、茨城県、栃木県の関東地方の各県親の

会の大奮闘 が在 ったか らで あ り、 こ こに重 ねて御礼 と感謝 の気 持 ちを申 し上げます。

あわせ て大会開催 のために ご協力 、 ご支援 いただ き、 ご来賓 と して ご臨席 い ただい

た文部科学省、東京都教育委員会、全国公立学校難聴

難聴 手鑑F コ ロ口

号五F コ ロ口教育研究協議会、東京都

教育研究協議 会 をは じめ とす る関係者 のみ な さん、会場 をお貸 しい ただい

た国華院大草 の学長先 生 をは じめ関係 者 のみな さん、猛 暑の 中を全 国か ら大会成 功 の

ため にご参加 いただいた各道県 「親 の会」 のみ な さんや 先生方 に心か らお礼 を 申 し上

げます。

大 会 は 、 この報 告 書 に も あ る とお り、 当 初 の 目的 をほ ぼ達 成 して 成 功 裏 に 終 わ る こ

とが 出来 ま した。 開会式 の後 の記念講演会 で は、中川信 子先 生か ら『 ことばの力 ～

分か り合い 、分 かち合 うた めに～』 と題 して、人間が進化 の過程 で獲得 した 「こ とば」

のそ もそ もか ら説 きお こ し、 子 ども達 の 「こ とば 」 に係 る 具 体 的 な 問題 ま で 、 わ か り

やす くおはな しいただ きま した。そ して、そ の後 の交流 会で は、会場 が大学 のキ ャンパ

スである利 点 を生 か して、小 さな教 室 をふ んだん に使い 、全部で 1 4 もの会場 に分 か

れて、参加 者全員 の発言 に よる「語 り合 お う胸 の うち、子 どもを真 ん 中に親 と先生 が と

もに歩 む た め に」 の 大 会 ス ロー ガ ン にふ さわ しい 交流 とな りま した 。 ま た 第 一 日 日夜

の懇親 会 は、 国華 院大挙 の若木 タ ワー 1 8 階 か ら東京・ 渋谷 の夜 景 を一望 す る今 まで

にない快適 な集 いが好評 で した。 2 日目の体験発表 は、 これ までの大会 が障が い別 に

分科 会 を組 ん で きたや り方 か ら、時系 列 的 に子 どもの成 長 に合 わせ て 、幼児 期 ⇒

学齢期 ⇒ 進 路 ⇒ 就 労 とい うテーマ を設 定 して 四人 のお父 さん、お母 さんか ら

報告 していただきま したが 、これ も新 しい試み として好評で した。

終 わ りに な りま したが、猛暑 の中、首都東 京 にご参集 いただ きま した参加者 全員 の

みな さん に感謝 の気 持 ちを申 し上げ、東京 大会 で学 んだ成果や教 訓 を各地 の運動 に も

生か してい ただ くこ と、近 い将来首都東京 に も当会 につ ながる会 を組織す るこ とを誓

っ て 、 ご あい さつ とい た しま す 。 あ りが と うご ざい ま した。
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心か らの感謝 をこめて

第23 回全 国大会棄京大会実行委員長

N P O 法人全国ことばを育む会理事長代行

加 藤 墳

私た ちの会 が、東京 で全国大会 を開催す るのは、 2 8 年 ぶ りの ことで あ り、そ の間

東京 には、私 たち の会 につ なが る「親 の会 」 の組織 が長 きにわた って、途絶 えてお り

ました。そ のため に東京 で の全 国大会 開催 には当初 様 々な困難 がつ きま といま した。

そんな状況 を跳 ね除 けて、大会 開催 のため にご協 力、 ご支援 いた だいた文部科 学省 、

東京都教育委員会、全国公立学校難聴 号五F I P ロ教育研究協議会、東京都難聴 手書昆
F コ P 口 教育

研究協議会 をは じめ とす る関係者 のみ な さん 、会 場 をお貸 しいた だいた国学院 大草 の

学長先生 をは じめ関係者 のみ な さん 、猛暑 の 中を全国 か ら大会成功 のた めに ご参加 い

ただい た各 道県 「親 の会」 のみな さんや先 生方 に大会実行委員 会 を代 表 して心か ら感

謝の気持 ち を込 めたお礼 を 申 し上 げます。

東京 での全 国大 会の開催 を決 意 して準備 してきた私 たちの思い は、子育 てで悩み 、

仲間を求 めてい る東京 のお 父 さん 、お母 さん との交流 を通 して、そ の交流 の絆 をもっ

と太 く大 き な もの に した い 、 東 京 に も 「親 の会 」 を再 建 した い とい う強 い 思 い か らで

した。 この 大 会 が そ の 目的 を 達 成 す る 出発 点 とな りつ つ あ る こ とを嬉 し く思 っ て い る

次第です。

この大会 には、い くつ かの特徴 があ りま した。 そ の第一 は、 この全 国大会 が N P O

法人・ 全国 こ とば を育む会 と して 、私 た ちの会 が一本化 した最初 の全 国大会 だ った と

いうことです。第 二 に、 この全国大会 は昭和 3 9 年 8 月 に 「東京文化 会館」 で会 の前

身「全 国言語障害児 をもつ親 の会」 が第一回 全国大会 を開催 して以 来 4 5 年 目の節 目

に あ た る 大 会 に な っ た こ とで す 。 第 三 に 、 この 大 会 は ス ロー ガ ン 「語 り合 お う胸 の う

ち、 子 ど も を真 ん 中 に、 親 と先 生 が と も に歩 む た め に 」 に示 され て い る よ うに、 子 ど

も達 を取 り巻 く環 境 が 、 子 ど も達 に と って の び の び と育 って い く もの に な りに くい厳

しさの もとで、子 どもを中心 として、親 と先 生が この教 育 の充 実のた めに力 を寄せ合

おう とい う願 い が 込 め られ た 大 会 に な った こ とで す 。

今後 の運 動の 中で、基調 提案 に示 した「障 がい児 の福祉・ 教育 をめ ぐる情勢」「子 ど

も達 の周 辺」 は、様 々 な面で厳 しい状況が あ り、一人 一人 の子 ども達が 「自己評価 」

（自己肯定感）を育む ことを困難 に してい ます。それ だけに子育て にかかわ る親 も大変

な思 いを しています。 そんな時 だか らこそ 「親 同志 が支 えあ う組織 」 の必 要 を訴 えた

大会 であった と思 います 。

大会 が採 択 した 「大会 宣言」は、今後 の運動方針 として 5 項 目を提起 していますが、

最後 の項 目にあ る 「親・親 の会 と先生 との連 携 を強め、 N P O 法人全 国 ことばを育む

会につなが る組織 を東京 をは じめ、各地 に広 げます 」の方針 を しっか り堅持 して、会

の大 きな前進 を切 りひ らい てい きたい と決意 してい ます。

二 年 後 の 次期 大 会 は 、 中 国 ブ ロ ック の 岡 山県 で 開催 され る こ とが 決 ま りま した。 岡

山大 会 に 、 そ の成 果 を持 ち 寄 りま し ょ う。

大会成功 への ご協力 に重 ねて心か らの感 謝 をこめて、 ごあい さつ といた します。
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文部科学省初等中等教育局特別支援教育課視学官

全国特別支

東京都教育庁指導部副参事
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山 形 県 こ と ば を 育 む 親 の 会 様

表彰 者 前 三重県 ことばを育てる親の会長 杉 谷 彰 一 様

前 全国 ことば を育む会東北ブ ロック長

前 岩手県 ことばを育む親の会長 臼 澤 弘 泰 様

石川県 ことばを育む親の会副会長 小 森 誠 様
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第23 回全国ことばを育む会

全

1 大会主題

「語 り合 お う 胸 の 内 子 どもを真 ん 中 に 親 と先 生 が ともに歩 む ため に」

2 大会趣 旨
ひ とりひとりのニーズに応 じた指導・支援 を充実 させ、子 どもたちの夢の実現 に向けて、

学 び合 い、熱 い胸 の内 を語 り、 交流 を深 め、 実 りあ る 2 日間 に しま し ょう。

・ 3 主 催 N P O 法人全国ことばを育む会

茨城県 ことばを育む親 の会

群馬県 ことばを育てる親の会

栃木県 ことばを育む親の会

千葉県 ことばを育てる会

4 共 催 ⅣP O 法人全国こ とばを育む会 北海道ブロック・ 東北 ブロック・ 東海ブロック

北 陸ブ ロ ック・ 近畿 ブロ ック・ 中国 ブ ロ ック・ 四 国 ブロ ック・ 九 州 ブ ロ ック

5 後 援
文部科学省 厚生労働省 ⅣH X 厚生文化事業団 東京都教育委員会 渋谷区教育委員会

全国公立学校簸聴・言語障害教育研究協議会 関東難聴・言語障害教育研究協議会

東京都難聴・言語障害教育研究協議会 茨城県特別支援教育研究会難聴・言語教育部会

栃木県小学校教育研究会特別支援教育部会言語耗聴珪 群馬県特別支援教育研究会難聴 ・

言語障害教育部会 千葉県特別支援教育研究連盟言語障害教育研究部会 神奈川県難聴

言語障害教育研究協議会 埼玉県特別支援教育研究会簸聴・言語障害教育部会

6 期 日 平 成 2 1 年 8 月 8 日出 ～ 9 日（日）

7 会 場 韓学院大寧渋谷キ ャンパ ス （〒150 一由胡 東京都渋谷区東4 －10－お）

8 日 程

【 第 1 日 日】 8 月 8 日出

【 第 2 日 目 】 8 月 9 日（日）
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12：00 一－ 12：5 0 13 ：00 一－ 14 ：00 14：15 一－ 1 6：00 16 ：1 5 一－ 17 ：3 0 18 ：00 一－ 2 0：00

受　 付 開会行事 記念講演 交流会 懇親会

9：0 0 一－ 9：2 0 9：3 0 一－ 1 1：00 1 1：1 5 一－ 1 2：3 0

受　 付 体験発表 分科会



【 第 1 日 日 8 日仕汀

記念講演 講師 中川 信子 先生
（言語聴覚士・子 どもの発達支援を考える S T の会代表）

演題 『 ことばのカー分 か り合い、分 かち合 うため に－ 』

交流 会 小 グループに分かれ、記念講演 を基 にして交流 しま しょう。

【 第 2 日 日 9 日（日）】

体験発表

分科会 体験発表を基 に、学び合 い語 り合いましょう。

第1 分科会 幼児 （学齢前）の子育て

第2 分科会 学校生活の中で

第3 分科会 子 どもたちの進路 を考える

第4 分科会 就労 を考 える

9 展 示 会 8 日出 12：00 ～ 17：50 9 日（日） 敦00 ～ 13：00

展 示 ： 会報 に とば』表紙絵の原画展・バックナンバー

販 売 ： 両親指専の手引書 書籍 表紙絵絵はがき・原画

1 0 懇親会 ′
懇親会会場 ： 国学院大学 若木 タワー 18 階 有栖川宮記念ホーノレ
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幼児 （学齢前）の子育て 発表者　 書由も・靖子 ・（岩手県）

学校生活の中で 発表者　 国本　 文子 （東京都）

子どもたちの進路を考える 発表者　 板目沢浩幸 （茨城県）

就労を考える 琴表者　 田辺　 昭夫 （岡山県）



N P O 法人 全国ことばを育む会理事長代行

加 藤 頓

1 ，は じめに

私た ちは、私たちの会の前身「全 国言語障害児 をもつ親 の会」が創立 して 45 年 目の今年、28

年ぶ りに東京 で全 国大会 を開催 します。 こrの大会 は、 N P O 法人‘・全国 ことばを育む会 として一

本化 した初の全国大会であ り、東京 のお父さん、 お母 さんや先生方 どめ鮮 を大 きくし、 この大会

の成功 を大 きなステ ップ として、東京 に「親の会」 を再建する足 がか りを作 る大会 と位置付 けて

・ 準備 を続けて きました。大会が N P O 法人全国 ことばを育む会の今後の発展の画期 となることを

誓い合いたいと思います。

2 ，障ガい児の福祉・教育をめぐる情勢と子ども達の周辺
1981 年 に始まった「国際障害者の 10 年」をへて、障がい者の社会への「全面（完全）参加 と平等」

を求める運動は大 きく高ま り、障がい児の福祉・教育 は大 きく、豊かに発展 してきました。国際

的には 2006 年に「障害者権利条約」が国連稔会で全会一敦採択 され、日本国内の批准 も間近です。

国民の社会生活全般にわたっていっさいの差別 をな くし、障がい者 の生活 と権利 を保障 してい く

こ とが 財政 的、 人 的な制 約 を持 ちつ つ も当然 の こ と として受 け入 れ られ るよ うに な りま した 。

障がい児の教育では、「特別支援教育」が今年で三年 目を迎えて、従来の身体障がい児、知的

障がい児、精神障がい児 に加 えて、発達 障がい児 を教育の対象 として大 きな広が りを作 ってしiま

す。平成 16 年に「発達障害者支援法」（平成 20 年一部改正）が制定され、その第 2 章で「児童

の発達障害の早期発見及び発達障害者の支援のための施策」が明確 にされた ことに よる ものです。

このような社会全体 の障がい者観の発展や「特別支援教育」の望 ま しい理念の確畢の一方で、

障がい児 とその家族の願いに十分 に応 えるだけの条件整備 はけっ して十分 とはいえません。全国

各地に通親指導教室 はかな りの速度で設置 されていますが、先生 はこの教育 に未経験 な非常勤職

員 に頼っている ところがた くさんあ ります。 また、「障害者 自立支援法」で利用者 に一朝 の応益

負担 を課すなど、作業所な ど小 さい福祉施設の存立が危 う くな っています。

その主 な原因は、第一 に国や地方 自治体 の財政が貧 しく、先生や職員の配置、障がい者施設や

学校への条件整備が満足 に進 んでいないこと、第二に「百年 に一度」 といわれる世界的な経済危

機の もとで、一般の人々にとって も就職が困難 な中で、障がい者の 「就労」 はます ます困難 となっ

てい る こ と、 な どです 。

一方、子 ども達 を取 り巻 く環境 は、すべてを競争 に委 ねる新 自由主義的な風潮 の もとで、様 々

な面 で ハ ンデ ィキ ャップ をかか えた子 ど も達 の毎 日 を 「生 き難 い」 もの に し、 一 人一 人 の子 ども

達が「自己評価」（自己肯定観） を育む ことを困殊 に しています。子育ての展望 を失 った若いお

母 さんが、幼い子 どもを殺 めた り、逆 に思春期・青年期 の子 どもが親の命 を奪 った りという悲劇

が後 を絶 ちません。

こうした巌 しい社会環境の中で、親達 も「子育てが うま くいか ない」「いかに して子 ども達の

良 さ を評価 し、伸 ば して い くか」「こ ど もた ち に安心 感 を与 え る毎 日を どう作 って い くか」で悩 み、

その悩みを如何 に解決す るかを切実に求めています。
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3 ，私たちの会の歩み、今後の展望
私たぢは、子 ども達 をめ ぐる環境が厳 しいか らこそ「親の会」 を作 って、悩 みを一人ぼっちで

抱え込 まず に、グチ をこぼ し合い、慰 め合い、励 まし合 って今 日まで 4 5 年間活動 を進 めて きま

した。「慰 め合い、励 ま し合い」 こそが親の会 の原点 とい えます。そ してその活動の側 に、いつ

も子 ども達 の教育 を担 当す る先生方の暖かい眼差 し、懇切な支援があ りました。

私たちの会の前 身「全 国言語 障害児 を もつ親の会」は、今か ら45 年前 （昭和 39 年）の 8 月東

京で産声 を上げ ました。 この時を前後 して、各都 道府 県に「親の会」が結成 されてい きま した。

東京都 の「親の会」の結成 は、昭和 37 年 （1962 年） 10 月 26 日だ と記録 され てい ます。全 国 と

各地の親の会 の結成 を導いたのは、 どこで も当時 出来たばか りの「ことばの教室」の先生方の熱

心な援助で した。結成 間もない「親の会」 は、当時 まだ学校数育法 など教育関係法今 に明記 され

ていない「通級」 を制度化す るために、各地の教育委員会 と熱心 な話 し合い を繰 り広げ、「通級」

の制度化、法制化 実現 のため に奮 闘す る とともに、各地 に「 ことばの教 室」「 きこえの教室」設

置の要求 を掲 げて、実現 を図って きま した。

親・親 の会 と先生 との関係 は、今 日で は「子 どもを真 ん中に親 と先生が三人 四脚で一歩一歩す

すもう」 とい う合 言 葉 とな って い ます 。全 国 の活 動 は、 多 面 的で そ の地 方 に よって 違 い もあ りま

すが、活動が うまく進み、会員が拡大 している会の特徴 は、①親の会 と先生 との関係が スムーズ

にいっていること ②会員の悩 みや要求が会の活動 によ く反映 しているこ と ③「こ とば」や「両

親指導の手引 き書」 でよ く学 び合 っているこ と が共通 してい ます。

今後の活動 を展望す る上で も、この三点 を踏まえた活動が求め られます。 また「特 別支援教育」
l

が全面 的に展 開す るなかで、会の構成や活動 を障が いの種別や程 度で区別 しない こと、幼児期

⇒小・ 中学校の時期 ⇒ 後期中等教育・高等教育 ⇒就労の時期へ と「縦の連携」を考えて

い くこ とな どが課 題 です 。

4 ，至国大会乗京大会の運営の基調

以エ のことか ら全国大会 （東京大会）の特徴 をふまえ、運営の基調 を次の ように進め るこ とに

しま し た 。

第一は、参加 したお父 さん、お母 さんを主人公 に、 ざっ くば らんに「肩肘張 らないで」参加 し

ていただ くことに しました。そのために第一 日日の交流会は、講師の中川先生のお吉 をうかが っ

た後、15 ～ 20 人程 度の小 さなグループに分かれて、参加者全員が思いを話せ る会 に したい と考

えて い ます。 大会 のス ロー ガ ン 「語 り合 お う胸 の う ち、子 どもを真 ん 中 に、親 と先 生 が と もに歩

むた め に」 にそ っ て、 楽 し く話 し合 い 、 ここ に来 て よか った と思 え る集 い をすす め て い ただ きた

いのです。

第二は、二 日目の体験発表 と分科会 の考え方です。例 えば前大会 （山形大会）では、子 どもの

障がい別に分科会が設け られ、各分科会 ごとに報告者 と助言の先生が配置 され ました。今 回は障

がいの種別 にこだわ らず、子 どもの成長 をた どって、幼児期の子育て ⇒ 学校隼活の中で ⇒

子 どもの進路 を考 える ⇒ 就労 を考える と縦 の関係 に焦点 を当て、参加者全 員で 4 人の報

告者 の体験発表 を聞いた上で、希望 の分科会 に分 れて もらうこ とにいた しました。各分科会 も

15 ～ 20 人程度で、参加者全員の発言が可能な運営 にいた しました。

二 日間の短い時間ですが、 この大会 を通 して東京、神奈川、埼玉な ど首都圏 にお父 さん、お母

さんの新 しい運動が芽吹 き、 N P O 法人・ 全国 ことばを育 む会の大 きな飛躍 に繋がるこ とを期待

する もので す 。
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N P O 法人全 国ことばを育む会 は、会創設 45 周年の記念の年に創設の地東京 において、

第 23 回全 国大会 をひ らきました。私 た ち は、 この 45 年 間 こと ばや きこえの不 自由 な子 ど

も達 の教育 の制度確 立 と充実 のため に力 をつ くして まい りま した。

平成 19 年度か らの「特別支援教育」の本格実施 によって、発達に障がいのある子 ども

・ 達へ も対象を広げ、一人一人の教育的ニーズに応 じた支援がすすめ られ、今年で 3 年 目に

入 りました。私たちは「特別支援教育」の制度的充実を心か ら歓迎 し、教育の更なる発展

の ため に、大 会ス ロー ガ ン「語 り合 お う胸 の うち、 子 どもを真 ん 中に、 親 と先生 が ともに

歩むために」に示 された精神 を生か して、全国各地で先生をは じめ関係者 と力 をあわせ て

奮 闘 します。

○特別支援教育の充実 を目指 し「だれで も、いつで も、 どこで も適切な教育 を」受 け

られる体制 を全国のすみずみに確立す るために活動 を強めます。

○担当の先生を必要なだけ増やす とともに、先生の専門性 を高める研修 の充実 と働 き

やす い環 境作 りをめ ざ します 。

○とくに今後の充実が求め られている「学齢前の幼児の福祉 と教育」「学校卒業後の

子 ども達の進路 と就労」の施策の充実のために活動 を強めます。

○保護者、教育、福祉、医療の連携を強め、地域の子育て活動の充実のために活動を

強 め ます 。

○親・親の会 と先生 との連携を強め、 N P O 法人・全国ことばを育 む会 につながる組

織を東京をは じめ、各地に広げます。

平成 2 1 年 8 月 9 日

特定非営利
活動 法 人
全国ことばを育む会全国大会東京大会
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会場を埋め尽 くした参加者

▲吉 田 さん く岩手） 国本 さん 捕 束） 板 目沢 さん （茨城） 田辺 さ ん（n噛）

幼児期の子育て 学校生活の申で 進路を考える 就労を考える
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こキ甥整 合い 分かち合うために～

子どもの発達支援を考えるS T の会代表 中 j ii 信 子 先 生

嫡出学園で学んだこと

私は、教育学部の教育心理学科の卒業生です。三木

安正先生という、戦前から戦後にかけて、障害のある

子 どもの教育 と、

幼児教育を車の両

輪のように二本立

てで研究され、練

馬区にある旭出学

園の創設者の一人

でもある方 の元で

学びま した。

この旭出学園 と

いうのは、昭和 25

年に知的障害のあ

る子 どものたちの

教育を実践するた

めに開設された学

校で、当時は「就

学猶予」という制度があって、知的障害のあるお子 さ

んは、学校に行 く権利を奪われていた時代ですから画

期的なことで、小学部から始まり、中学部・高等部 ・

生産部・福祉園と、必要に応 じて施設を積み重ねられ

ていきま した。

学生の頃に、この旭出学園で学んだことは、障害が

あっても幼児期からその子のペースに合わせて育てて

いけば、すてきな大人 にな るとい うことです 。

18 歳で高等部あるいは高校を卒業後、約 甜 年の人

生があります。その 餌 年の人生を幸せで充実したも

のにするためには、その前の 娼年が極めて大切だと

いう こ とで した 。

障害とは支援を必要とす畠個矧

特別支援教育が始まったことと、発達障害者支援法

ができた ことがき っかけで 、世の中が大き く変 わって

きたと感 じて います。

授業中の個別配慮の実践が増えてきていますし、助

け合 いなが ら皆一緒 にや ってい こうとい う考え方 に世

の中が動いてい くという実感があ り、 「障害 は支援 を

必要 とす る個性」ですか ら、この ような変化 を大 きな喜

びをもって歓迎 しているところです。

教育で教え るべきは、 「頭で知 る」 ことではな く、

「わか って いて、できる」ということを増や していく

ことだと思 います。更 に、 「で きなか った ら頼 む」と

いうのが特別支援教育の理念です。

支え合 うことの大切 さ

き こえとことばの教室に通 い始 めると、同 じ立場 の

仲間がで きてホ ッとし、 「一緒 にや りま しょう」 とい

うスタ ッフや先生た ちがいて、支 え られ る経験 をしま

す。でも実 は、支えあ っている ことで もあ ります。

支え合 って生きることが人間の本来あるべき姿なの

ではないで しょうか。 この大会 の 「語 り合お う、子 ど

もを真ん中に親と先生が共に歩むために」のテーマの

ように、親の会の存在は大切だと思います。

講演のテーマの 「わか り合 う」とい うのは、「互 い

にわか った ことを確認 し合 う・共有す る」こと。 「分

かち合う」というのは、英語ではS 鎌 Ⅶ

「一緒に」がつきます。

子 どもの最善の利益 のために事実に基づ く「ことば

や発達の問題」について 「わか り合 う、分か ち合 う」

ために必要なのは、「正確な理解を他人と共有する」

「知識を対等な立場で共有する」ことです。

早期教育では、保護者や療育機関が、子どもの実態

や障害、発達についての知識を共有し、保護者は、そ

の子が適う園や学校、通常の学級や通常の保育園や幼

稚園に出向いて先生たちと話 し合って知識を共有し、

園や学校 は専門機問 とつなが り、ネ ッ トワークが対等

な立場で成立 し、子どもの成長に伴って次の機関に引

き継がれ ことによ り、地域で安心 して暮 らせ るよ うに

なると思 います。

ことばを育て るためには

「ことば」にいての知識 を整理 してみた いと思いま
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す 。コ ミュニケーシ ョンの手段であ り、考えるための

手段・道具であり、行動調整のためのツールです。

もう少 し具体的にいうと、 「言える ことば一昔声言

語 」 「わかることば一概念・コミュニケー シ ョン意欲 ・

気持 ち」ということで 、身辺 自立・お手伝 いをさせ、

自然 な関 りの 中でゆっ くり豊かな ことばかけ をし、わ

か ることば・伝えたい気持ちを育てる ことが 、一番大

切な ことです。

ことばを話す仕組み

ことば を話す仕組み に関 して、お話 をします。息を

吸って息を吐くときに声帯を責わせ、声帯から出た音

を口か ら出すとき、鼻 とのどの隙間 を閉 めるた め、上

顎の軟口蓋をぎゅっと持ち上げてふたをして、息が鼻

に漏れないよ うに、そ して舌や唇 を使 って発音 をしま

す。

それ らが勝手 に動 くのではな く、脳の 中の言語をつ

かさどる部分が問わっています。その部分は基本的に

脳の左側にあり、そのすぐ横には、喉・舌・顎・唇を

動かす、声を出すという場所があり、そのすぐ下に右

手を動かす場所があります。

大脳 というのは、表面に豆電球がび っしりと並 んで

いて、それに長い電線が最低 1 本つながっているとい

うイメー ジです 。

ことば についての脳は、中枢神経系 とい う括 りでは

大きく分けて脳幹と辺縁系と大脳と考えられます。

大脳辺縁系とか脳幹という場所は、基本的に電線が

束になって適 っている場所です。耳の左側にことばを

つかさどる場所があるわけで、この辺の電線がつなが

り電球が光ればことばが話せたり、後ろの方の電線に

電気が流れれば、 ことばが理解で きた りするというこ

とです 。

そ の部分 をうま く機能 させ るた めには、結論 を先 に

いうと「諺を守 った生活をする」です。「めざせ ！諺生

活」です。「早起きは 3 文の得・寝る子は育つ・よく

遊びよく学べ」、これが脳幹の一番下の電線に対応し

ます。

第 2 段階、大脳辺縁系という電線に対応には「好き

こそ物の上手なれ・ほめて育てよ」です。「ことばで

教え る・ ことばを教え る」とい う場合 でも、見え る ・

聞こえるという信号は必ず脳幹と大脳辺縁系という場

所を通 らなけれ ばな りません。脳幹 という場所 はどう

いう状態の ときに電気の通 りがよいかというと、体が

健康 である・規則正 しい生活を している・ きちん とし

た睡眠 をと っているときです。

第 2 段階の大脳辺縁系は感じる脳で、やる気をおこ

す本能的に役に立つか立たないかを判断する・記憶を

コン トロールす るとい う働 きです u

辺縁系の電気の通 りがよいのは、楽 しい・うれ しい ・

好きと思 う・や ってみたいと思 う・前 向きな気持ち ・

認めて もらうとい う実感が あるときです。

この辺縁系は、海 馬という記憶 のコン トロールセン

ターで あ り「楽 しい」ときは何で も覚え られ るし、い

やいやや った勉強はなかなか覚え られない ということ

にな ります 。

障害があ ろうとなか ろうと、人類 とい うのは基本的

に共通の組成 をもって いますので、望ま しい育て方 と

いうのは、すべての子どもに共通です。体が元気で、

心が健やかで、安定安心が守られていること＝大脳辺

縁系が落ち着いた状態の暮 らしをする ことです。

安心安定 した暮らしが大切
み

発達障害のある子、ことばを含めた難聴のある子ど

もた ちに、どう接 した らいいかを考えたいと思 います。

元々の問題 は、 ちょっとした ことなのに、落 ち着か

なか った り、ことばが うま く言えない ことなどで叱責

され、心理的 にス トレスがかか って更 に困 りごとが増

えてい くことにな ります。みんなと一緒 にさせ ようと

して 「どう してできないの」と叱責す るので はな くて、

「ゆ っくりで もいいか ら着実にやれ るようにしようね 」

とい うスタンスで考えてあげるということができれば、

心が傷だらけの子にならずにすむと思います。

発達障害は、特段「根性の曲がっている」「親の育

て方が悪 い」ということではな く、そ のような脳の特

性を持って生まれてきた子どもたちなのですか ら、そ

こをまず認 め、その中でど うした らよい大人 に育つの

かということだけ を考えれ ばいいと思 います。

体が元気で、心が健やかで安定安心 した暮 らしをす

ればいいのです。

育児は自然体で

最後 に、 こどもの育ちをどう支 えるか にいてですが、

育つのは子どもです。子ども自身の力で育ちます。そ

の育つ力を上手に支えてくれる人たちが、一人ではな

く、 2 人 3 人 とい る よ う に育 て ま し ょ う。

あん ま り行き届 き過 ぎると手の出 しようがな くな り

ますか ら、 20 歳 になったとき に「い ろいろあ るけど、

まあ親子でよかったね」って言える程度に力を抜いて、

「な るようになる さ」と育てて いけばいいのです。

周 りにの大人が見 るに見かねて手 を貸 して くれた り

します。駄 目な親で いいので、笑顔がた くさん、 自然

に生き られて親 も子 も成長でき るかな と思います。
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300 人を越える参加者全員が

語り合った 2 日間（参加者の感想）

★良かったです。ことば

は大切な ものだと、つ く

づく考え させ られ ま した。子 ども（小学 3 年男

子アスペルガー）の心の安定が必要なこともわ

かりました。他？子と違っても元気であればそ

れでいいのだ之思いました。幼稚園からずーつ
と休 まず登畠登校できた ことは子 どもにとって

すごいこだ っだな と思 いました。（千葉県 ）

★子育て は 年間を通して、1 年 目に聞く話と 5

年 目に聞 く話 と今聞 く話 しでの受 け取 り方、感

じ方はずいぶん違っていると思いました。納得

したのは基本の生活ができた上での積み上げし

かない ということを実感 した次第です 。

（熊本県）

★中川先生のお話はいつ聞いても飽きさせない

お詣で、今 日特 に覚えていよ うと思 ったことば

は 〟障害 とは支援 を必要 とする個性である”。

「障害とは個性である」とい う人がいるが 「お

い、それだけか ？」とつつこみたい私に とって

以支援 を必要とす る打ということばを足 したこ

とでス トンと胸 にお さまった。

★子育て真っ最中です（小学 2 年、5 年）。

頭ではわか っていて もついつい毎 日手 も口も出

してしまっている現状です。ですが、先生の講

演 を聞き、改 めて「子育てをさせて もらってい

る楽 しさ」を感 じま した。 とは言え、す ぐに優

しくニ コニコ しているお母 さんに、 とい うのは

無理ですが、少しずつでもまず、子どもの話し

を聞 けるお母 さんにな ろうと思います 。

（岩手県）

★いろいろなお高があ り、家に帰 って もう一度

思い返したいです。基本的な生活を大事にして
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暮らすことが大切なんですね。改めて思い直し

ました。 （千葉県）

★個 々の悩みを聞 くこと

ができ、自分だけではな

いと思 って少 しホ ッとした気持 ちにな りま した。

あと、小学校一中学校一高校という入れ替 りの

中での心配事を聞けて良かったです。自分のこ

れか らのためにな りま した。

★普段悩 んでいる ことな どを話 し、い ろいろア

ドバイ スを頂 きました。

★参加人数が少なく初めは不安でしたが、胸の

うちを話せたと思う。主に親の会設立などの話

が中心になった。少人数での話し合いもいいも

んだ と感 じた。

★4 月か ら日々のことに追 われ、 自分のことで

手一杯の状態でしたが、この会に参加させても

らい、保護者 の方 とのつなが りが とて も大切 だ

と感 じ、様々な地域の様子や保護者の方の声を

聞 くことができ勉強にな りました。

親の会についても、ある所ない所があると知

り驚 いています 。自分の住 んでいる地域 のこと

にもっと目を向け、全国の実情 を知 りなが ら、。

よりよい会になるよう協力で きれば と思 います

（岡山県 ）

★各県の方のお話を聞いて、様々な取 り組みを

知 ることがで きました。ことばの教室 を立上げ 、

た方 々の苦労な どを伺 うと、子 ども達 のために。

の気持 ち一心 だとい うことが よくわか りました

自分自身も改めて子どもに対する考え方、接

し方 を見直 しなが らい こうと思いま した。



★4 人 とも良かったが、

田辺 さんのアツイ思 いが

伝わった。私も父として頑張 らなければと反省

させられた。 （青森県 ）

★体験発表を聞きながら自分の子育てと重ねて、

胸が熱 くな りました。今 日まで私な りに我が子

と向き合 ってきたつも りで、特 に子 どもを取 り

巻 く環境 には配慮 してきた と思 い込んでいま し

たが、周 りの人に理解 して もらうという点につ

いては努 力がた りないなあ と思 いま した。

（島根県）

★どの発表 もとても素晴 らしか ったです。

保護者の方の実体験を ことば を通 して 聞 くとい

う貴重な機会 を得 られ、とて もあ りがたいと思

いました。就学前の支援体制、ことばの教室の

アピールの必要性を感じましまた、就労を考え

た子どもの支援を保護者の支援と共にしていき

たい と思 うし、保護者か らお子 さんの ことにつ

いて学び続けたいとお もいま した。 （東京都 ）

★育てに くさをもった子 どもを育てた親 だか ら

こそ経験していた貴重なお話を聞けて共感した

り、また これか ら先にぶつかるであろう課題や

子 どもの姿 、親 としてでき ることなど、今の私

にとっては何もかもが必要で聞きたいと求めて

いたことで した。地域 のもっとO B か らお謡 を

聞 く機会を作 っていきたいと思います 。

（千葉県）

★子どもの進路を考える場合、子どもの能力な

度を考える必要があると思 うが、具体的にには、

子どもの幸福を考え、社会への働きかけ、行政

への働 きかけ をして いくことが必要だ と考えま

す。会としてどうすべきなのかを、具体的に対

策を。障害者自立支援法の廃止、または改正を

働きかける必要もある。

★大先輩のお話をたくさ

ん聞けたし、各都道府県

の様子 も聞 くことができま した。ことばを育む

会のみな らず、他の親の会とも連携を取 りなが

ら、我が子の将来のために行政に声をあげてい

く‥ ‥。大 事 な こ とで はな い で し ょうか 。

（徳島県）

★難聴の成人の保護者の方もいて、意見を聞け

てよか った。立 ち止 ま り、深呼吸 をして、子 ど

もと向き合える機会 を作 ることがで きました。

（熊本県）

★通級のあり方などについて、要望を親のわが

ままかな ‥‥？とあき らめていた部 分につ いて

勇気が持て ました。よ りよい支援 を求 めたい。

これか らも県 をまたいでエール を送 り情報 を分

け合いたい。（群馬県）

★障害は違えども、同じ悩み（家庭内のこと）

を持 っているのだ と思い、や っぱ りそれぞれ に

ご苦労がおあ りりなんだ ということがわか りま

した。お父 さま方 JJ ご自分のお子 さんの こと

です。仕事に逃げず、今しかできないことに目

を向けて くだ さい JJ と強 く思 いました。

（東京都）

★最後 に大会 のスローガ ンで意図 したよ うなま

とめにな りました。現 システムを子 どものニー

ズ に合 うように作 り替 える。そのための努力 を

親た ちが してい くこと（各地の状況に合わせて ）

が確認できました。

★各地域の状況を知ることができ大変参考にな

りました。高校の特別支援教育には、具体的に

どのような ことが必要なのか、課題だ と思 いま

す。 （福岡県 ）

◇◇◇◇フロック別参加者数

北海道 6 名

東海 21名

中国 的 名

東北 35 名 関東 2 17 名

北陸 4 名 近畿 0 名

四国 9 名 九州 5 名

◇◇◇◇閑乗ブロック内訳◇◇◇◇

栃木 31 茨城 19 群馬 16 埼玉 11

千葉 17 東京 49 神奈川 招

－15－



第 2 3 回 雷管冨実全 国ことばを育む会全国大会

東京大会記録集
■■＝－＝■＝l■■＝－▲●■■l●■■＝■l●－＝■●＝－■■一－■■■■■l ■■■l■＝－＝－＝■■■暮■■■＝■＝l■■＝■■＝－＝■●●■■＝■■＝●▲●■ll ■l1－＝－1 ■－＝●＝■ll ●■■●●－＝●＝■■ll■■＝■＝■■＝■■＝l■＝■■＝■lll ■■＝■＝■■＝■■＝■■－■■■一一■■l l■■●l ■●■■l1 －■

発行日 平成 2 2 年 2 月 1 日

編集者 全国ことばを育む会全国大会東京大会実行委員会

発行者 特定非営利活動法人 全国ことばを育む会

〒160－0051 東京都新宿区西早稲田 2 － 2 － 8

全国心身障害児福祉財団ピル 3 F

TELり・FAX  O 3 － 3 2 0 7 － 7 1 8 2

代表者 特定非営利
活動 法 人
全国ことばを育む会理事長 土 谷 さとる

＝■ l l■ ＝ ■ l■■■●t■l●l一 ＝ ● ＝ ■■l l■■＝ － ＝ ■ ＝■l＝ ■l＝ ● ■■－ ＝■ ■1－ ＝ ■■＝ ■■t l■■＝ ■■l 1－ ＝ －＝ ■ ＝ ■ ＝ ■ ■l ■ ■■■l 1－ ■●■ ＝ ■ ●l ■l ■■■t 1－ ＝ ■ ■l ■＝ I ＝ ■ ＝ ■ ●■■■＝■ ＝ ■■＝ ■■＝ － 11 ■■＝ ■■■■一 ■■■ ＝ －＝ ■ t ●t■●l ● ＝ ■ ＝－ ＝ ■■■■－ 1■l

＜ わ しくは、本会のホームページ上に掲載 しております。

http：／／w w w ．npokotob a／jp／

－16－



⊂フ


